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第 8 匝l土壌物理研究討論会総合討 論要旨

司会 ：横井 肇 （農技研 ）・中川昭一郎 （農土 試）・鈴木重義 （農工大）

◇t

一 土 壌 断 面 を 中心 と して

‥・・◇

多 田 （農 土 富式） 硬 度 と根 の 伸 長 との 実験 に 関 して ，

厚 さ に つ いて は ど うか 。厚 い もの で は弱 い硬 度 で も阻 害

され る と思 うが 。

滝嶋 （農技 研） 初 めの実験で 1 ～ 6 cm の コアを作

ったが， 1 cm 位 では根が伸びず， 5 ～ 6 cm の厚 みを

層 と した が ， こ の厚 さが 適 当で あ るか ど うか は 疑 問 で あ

る。結 果 と して は 25cm 以 上 は根 が伸 び ず 1 cm で は実

験 不 可 で あ る。 6cm の時 は土 壌 が安 達 す る。 5kg ／cm 2 で

は 根 は 伸 び な い。

石井 （農事試） 水稲根 の伸長 と硬度 との関係 をみる

場 合の水稲 の栽培法 について具体的方法 を。

滝嶋 全部幼植物 の発芽 した種子 を使用 ，種子根か ら

5 ～ 6 本 の成 長 の 良 い根 を対 象 と した。 なお ， 成 育 期 間

は ， 1 ～ 2 週 間 た った もの と した。 催 芽 状 態 で コ アに の

せ タ ン水 す る と硬 度 は低 下 す る が， こ こに 示 した硬 度 は

最 初 に測 定 した も ので 示 して あ る。

寺沢 （農技研） 土壌硬 度 と根 の生長 との関係 をみ る

とき に ，硬 度 変 化 に伴 う構 造 ，透 水 性 の影 響 を加 味 す る

必要 がある。特 に土壌型態 別の硬度 を透水性，構造な ど

と相 互 に 関 係 させ て追 求 す る必 要 が あ る と思 わ れ る が ，

この点 の配 慮 は。

滝 嶋 硬 度 と聞 ゲ キ との 関係 を考 え なけ れ ば な らな い

で あ ろ う。

須藤 （山 形 大 ）遠 元 状態 を F e2＋の量 で表 わ した理 由 を

少 し く わ し くお 聞 き した い 。

岡本（日本鋼管） 形態分 類は現地 で判断す る。 E h と

こ 価 鉄 との相 関 は 出 な い故 ，今 回 はふ れ なか った 。しか し

ポ ッ トの 試験 で は出 る。 そ して 調査 しやす い二 価 鉄 を用

い水稲 の無 い状態 と水相 の栽培 中 との関係 を考察 した。

八幡 （東大）土壌硬度 を横方向か ら測達する ことは板

の 閑通 性 との 関係 を研 究 す る上 で 問 題 に な ら な い も の

か。

滝嶋 縦 臆面 方 向行 っ た が横 か ら の方 が 上 か らよ り も

債が小 さい と思 われ て い た が 殆 ど違 わ ず ， こ の実 験 方 法

と して は ，水 平 に さす よ うに設 計 され て い るが ， 実験 の

多くは ，縦 か ら さす 方 が 多か った 。 上 か ら さす と コ アの

目方 が最 初 か らか か る の で ，指 療 が 小 さ く出 る。 この縦

陳の誤 差範囲は志 以下で ある0

◇・・・・・

ニ 透 水 性 を中 心 と して

‥ ‥◇

中野 （東大） ある減水深 の値 で収量 m ax があらわ

れ，その後収量 がへるが，これ は単純 に生長阻嘗物質 と

同時 に有 効 物 質 が 流 去 す るか ら と考 えて よい か 。

石原 （農工大） 有効物質が流 されれば供給すれ ばよ

いの で あ るが ， そ れ 以 外 の F a c te r が あ る で あ ろ う。

増 島 （農事育式） 同一 の暗渠施 行によ って透水 性のよい

水 臥 惑 い水田の区別 のできた原因は ？ 施行前 の履歴

に基 づ くちが い で は な い か 。

丸 田 （新 潟 鼻 音式） 施 行 上 に よ る違 い で は な い で あ ろ

う， 履 歴 に もち が い は ない 。 変 化 した とい う点 は N o．1

に は水 が な い 時 で もN o ．2 に は水 が あ る の で ， 全面 キ 裂

が出 来 なか っ たた め と思 う。

宇野 （農技研）N o．2 水 田 （暗欒の効果が菅上のみ に

現われてい る水 田） で，下 層土 の キ裂 がその後 に現われ

て い る か 。

丸 田 今年 の春は時日 の上 にキ裂や膜状 の沈積物 がみ

えた 。

宇 野 暗 沿 の 距離 と深 さは 。

丸 田 晴 姿 の距 離 は 10 m 間 隔 で深 さ は 80c m で あ る。

国分 （農事試）透水す る と，よ く根毛が発達す るとい

うが， 温 度 との 関 係 は ど うか 。

石 原 温 度 に 関 して は ， や って い な い。 ふ つ う，温 度

は根 毛 の 長 さに影 響 し，数 に は影 響 は な い。

須 藤 水 田 の透 水 につ い て ， ビ ニ ール 水 性 塗 料 に よ る

浸 透 の 追 跡 の 出 来 る 間 ゲ キ の大 き さは い く らか 。ま た ，そ

うい う追跡 法 に よ り水 稲 生 育 との 関係 を ど う考 え る か ，

次 に根 の機 能 を考 え る とき は ， どの よ うな浸 透 の状 態 と

結びつ け る のか 。

丸田 あ ま 川 、さい間ゲヰは追跡 で きない。現地 で考

える場 合 は 1 ～ 2 m m の大 きい 間 ゲ キ の 方 が ウ エ イ トが

高く な る 。

◇‥…

三耕 うん を 中心 と して

・ ◇

須 藤 水 田 で ス キ床 の あ るの は特 徴 的 な こ とだ が土 壌

構造お よび耕転の面か らス キ床 の意味 を聞 きたい。
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山沢 （教 育 大 ） 機 械 面 よ り考 え る と大 型 トラ ク タ ー

の場 合 ， ス キ床 は物 理 的 条 件 に お い て機 能 を もつ ス キ床

も作土 の一 部 と考 え て深 耕 を考 え るべ きで あ り， 深 耕 を

すれ ば ス キ床 層 が下 に移 動 して ゆ く。 ス キ床 は 大 型 トラ

ク ター の走 行 能 と関連 あ る。 層 が薄 い にか か わ らず 支持

力は大 き く，機 械 面 で重 要 で あ る。 シ ロ カ キの 目的 は 浸

遥防止 が 含 ま れ て い る。 シ ロカ キは 前 年 度 の稲 株 の土 の

穴に単 粒化 され た土 壌 を埋 め込 む作 用 が あ る。 透 水 を 抑

制す る機 能 は ス キ床 に も あ る と思 う。 ス キ床 の 出 来 る理

由は解 らな い が ，畑 の場 合 は有 害（ マ イナ ス ）に な る。

美 園 （農技研） 水田土壌の粒状化に，冬 か ら春先 の

乾燥 が 重要 な意 味 を も って い る との こ とだ が ， ス キ床 は

乾燥 を 有利 にす る役 目 を して い な い だ ろ うか。 水 蒸 気 の

形で か ，液 状 で は 少 な い か と思 うが ， ス キ床 の下 か ら上

って来 る水 の動 き を防 げ て ， 乾燥 を有 利 に して い る と考

えられ ない か 。

出井 （農事試） ス キ 床 の 構造 は乾期で割れ 目が入

り， 弱 い 盤 状 とな る。

水稲生育の主体は作土 であるが，スキ床 の影 響は透水

性との 関 係 か ら無視 す る こ とは出 来 ない 。

司 会 今 ま で に論 ぜ られ た こ とで何 か ご質 問 は 。

川島 硬度，透水条件下 の板 の生育，深耕 と収量 とい

う報告 と従来 の作 土 の深 さ か ら考 え て今 後 収 量 増 加 の た

め の土 壌 環 境 として は 15 c m 前 後 が 問題 で あ る と考 え て

よ いか 。

滝嶋 結 論 的 に耕土 は深 い ほ ど よい ， しか も根 が 十 分

に浸 透 出 来 る弱 い硬 度 が よ い 。

八幡 浸透 して い る土 層 の タ ン水 が な くな っ て 飽 和水

ゾ ー ンが 毛管 換 を もち な が ら降下 して い く現象 に 名前 を

つけ る 必 要 が あ るの で は な い か。

宇野 暗栄 の管 の上 のみ か らの透 水 と，全 面 か らの通

水の差 が水 稲 の生 育 に どの よ うに差 が 出 る か。

山 中 （パ シ フ ィ ック コ ンサ ル タ ン ト） 水 の葉 面 蒸 発 に

つい て は根 が表 面 水 を引 き下 す 事 に よ っ て吸 収 され る ，

従って作土 の構造の合理化 が生育上問題 である。

美園 根 の部分にだけ透水すれば よいのであ って，板

は表 面 の水 量 を吸 収 す る， つ ま り根 が 水 を吸 お う とす る

と表 面 水 は 自然 と落 ち て い く。

司会 共通問題で透水 ，硬 さと易耕性の問題が残 され

た。 今 後 これ らの 間 藷 を各 分 野 の か た が た で 協 力 体 勢 を

作って 解 決 して い く こ とが 望 ま しい と思 い ま す 。 では こ

の辺で。

土粒 子

有明海沿岸 の干拓地は，有明海の火岸で 粒 度 が あら

く，北 ． 西岸 で こ まか い 。 火 岸 で は 2 ／上以下 の粒 子 量 は

ほ とん ど15 ％以 下 で あ るの に ，西 岸 で は4 5％以 上 に達 す

る 。

最近 ，佐 賀県 の水 稲 生 産 の 増 大 が い ち じる し く，新 佐

賀段 階の名で呼 ばれてい る。佐賀県 の水稲地帯 の中心は

粒度 の こ まか い 有 明海 北岸 の干 拓地 で あ る。 この よ うな

地帯で ，品産の選 定や施肥 にはす でに集団イヒが進 んでい

る が ， 労 力 事 情 は や が て さ ら に 深 刻 と な ろ う 。 こ の よ う

な粒 度 の こ ま か い干 拓 地 へ の大 型 機 械 の 導入 に際 して問

題とな る の は粘 着 性 で あ る。

筆者 の研 究 室 で各 種 の 水 田 土 壌 の ス テ ン レス板 に対 す

る付 着 力 を測 光 した とこ ろ ，付 着 力 は もち論 土 壌 の粒 度

と密 接 な関 係 が あ った が ， さ らに塩 基 置 換 容 量（ C E C ）

とか な り相 関 が 高 い こ とがわ か った 。 C E C は 土粒 子 表

面の 属 性 で あ る か ら，粒 度 の こ まか い もの は C E C も付

着力 も高 くな る の は当 然 とい えば 当然 で あ る が ，粘 土 鉱

物 の 種類 や in terla yer Alの存在がこれに関係している

と思 われ る。

土 質 ⊥ 学 では ， 地 盤 の 支持 力 に モ ンモ リロナ イ トの膨

潤 庄 が影 響 した り，朋 火 口ー ムの力 学 的 特 異 性 が 問 題 に

な っ た り し て ， ⊥二中 の モ ン モ リ ロ ナ イ ト， あ る い は ア ロ

フエ ンの 有 無 の 調 査 が 重 要 視 され て きて い る。

」二壌肥料の分野で も粘土 鉱物 の種類 の土壌の物理性に

及ぼ す 影 響 は 古 くか らみ とめ られ な が ら も，組 織 的 研 究

は少 な い 。土 工 の領 域 で は 受注 側 と発 注 側 とい うき わ め

て利 害 の は ／）き り した立 場 の 間 で の評 価 の き び しさ が技

術者 に要 求 され て きた の に反 し， 栽 培 面 で は そ の よ うな

きび しさ が な か った 。 これ が こ の よ うな研 究 のお くれ る

一因 で も あ った と考 え られ る。

今後は畑 も水田，省 力化 され た栽培法 における生産 性

の増大 には，粘土鉱物 の種類や その界面化学的性質 と作

業性 との 間 を結 び つ け る研 究 に 力 を注 ぐ必 要 が あ る だ ろ

う。 （九州農試 鬼鞍 豊）




